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９．騒 音 

（１）騒音の状況 

生活環境には、種々様々な音が氾濫しており、その発生源も自動車、工場、事業場、建設工事、

鉄道、深夜営業及び近隣騒音等多種多様である。 

騒音問題については、騒音規制法、長崎県未来につながる環境を守り育てる条例、佐世保市環

境保全条例に基づき監視指導を行っているが、発生源の多様化に伴い複雑多岐となり、その対応

は一層困難を増している。 

特に法規制の難しい近隣騒音問題については、各人の社会生活を営むうえでのモラルの向上や

近隣相互間の理解を深めるための啓発活動を促進していく必要があると思われる。また、住居、

商業施設、工場の混在、自動車騒音等による問題の解決及び未然防止については、土地利用の適

性化等総合的な対策が望まれる。 

 

 

（２）騒音に係る環境基準 

騒音に係る環境基準は、生活環境を保全するうえで望ましい基準として、環境基本法に定めら

れている。 

環境基準の区域の指定は、権限移譲により平成２４年４月１日から長崎県から佐世保市に移管

されている。また、平成２７年１１月１３日には指定地域の一部改定を行った。 
 
一般地域(道路に面する地域以外)の環境基準 

地 域
の 

類 型 
あてはめる地域 都市計画法に基づく用途地域 

基  準  値 

昼  間 
6:00～22:00 

夜  間 
22:00～6:00 

ＡＡ 

療養施設、社会福祉施
設等が集合して設置さ
れる地域など特に静穏
を要する地域 

- 
 

(佐世保市内に類型指定なし) 
50dB 以下 40dB 以下 

Ａ 
専ら住居の用に供され
る地域 

第 1 種低層住居専用地域 
第 2 種低層住居専用地域 
第 1 種中高層住居専用地域 
第 2 種中高層住居専用地域 

55dB 以下 45dB 以下 

Ｂ 
主として住居の用に供
される地域 

第 1 種住居地域 
第 2 種住居地域 
準住居地域 
江迎町の一部 

Ｃ 
相当数の住居と併せて
商業、工業等の用に供
される地域 

近隣商業地域 
商業地域 
準工業地域 
工業地域 
江迎町の一部 

60dB 以下 50dB 以下 

 
ただし、次表に掲げる地域（以下「道路に面する地域」という）については、前表によらず次の

とおり。 
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道路に面する地域の環境基準 

地 域 の 区 分 
基  準  値 

昼間 夜間 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60dB 以下 55dB 以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域及
びＣ地域のうち車線を有する道路に面する地域 

65dB 以下 60dB 以下 

幹線交通を担う道路に近接する空間 
屋外 70dB 以下 65dB 以下 

窓を閉めた屋内 45dB 以下 40dB 以下 

（注）1 車線とは１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状

の車道部分をいう。 

2 幹線交通を担う道路とは、道路法第３条に規定する高速自動車国道、一般国道、県道、４車

線以上の市町村道並びに道路運送法第２条第８項に規定する一般自動車道であって都市計

画法施行規則第７条第１号に規定する自動車専用道路をいう。 

3 近接する空間とは、道路端からの距離が、２車線以下では１５ｍ、３車線以上では２０ｍの

区間をいう。 

4 窓を閉めた屋内の基準を適用することができるのは、個別の住居等において騒音の影響を受

けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認められるときである。 

 

（３）環境基準適合状況 

① 環境騒音…測定地点２９地点 

 測定方法 

日本産業規格Z8731に定める騒音レベルの測定方法に基づき実施した。 

 評価方法 

「騒音に係る環境基準について」（平成１０年９月３０日環境庁告示第６４号）と「騒音に係

る環境基準の評価マニュアル」（平成２７年環境省）に基づき評価を行う。 

 測定地点：環境基準に係る地域の類型あてはめ区域内の地域類型ごとに「その地域を代

表する地点」において測定・評価を行う。 

 対象とする騒音の範囲：人間活動により発生する騒音。適用対象外である騒音は除外し、

測定・評価を行う。 

 各測定地点の観測時間２４時間の測定結果により環境基準の達成状況を評価することと

されている。 

適合状況 

令和元年１０月～令和元年１２月に環境騒音定点調査を実施し、環境基準適合状況の確認を行

った。 

 

騒音に係る類型別環境基準適合状況 

地域 

類型 

測定 

地点数 

適合状況/構成比％ 適合率％ 

昼夜とも 

適合 

昼間のみ 

適合 

夜間のみ 

適合 

昼夜とも 

不適合 
昼 夜 

Ａ 8 8 100% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 100% 100% 

Ｂ 7 7 100% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 100% 100% 

Ｃ 14 12 85.7% 0 0.0% 0 0.0% 2 14.3% 85.7% 85.7% 

計 29 27 93.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 6.9% 93.1% 93.1% 
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環境騒音測定結果（単位：dB） 

No 測定地点 

測定日 

R01.10.7～ 

R01.12.19 

用途区域 

地
域
類
型 

地域の区分 
車
線
数 

環境 

基準値 

測定値 

Ｌｅｑ 
適合状況 

昼 夜 昼 夜 昼 夜 終日 

1 若竹台公民館 12/9～10 
第１種低層住居 

専用地域 

A 

一般地域 ― 

55 45 

46 40 ○ ○ ○ 

2 黒髪町 3 組公民館 12/9～10 一般地域 ― 46 36 ○ ○ ○ 

3 崎辺地区公民館 12/5～6 一般地域 ― 50 43 ○ ○ ○ 

4 大岳台町公民館 12/5～6 

第１種中高層住居

専用地域 

一般地域 ― 48 38 ○ ○ ○ 

5 新田団地中央集会所 11/19～20 一般地域 ― 51 42 ○ ○ ○ 

6 広田 3 丁目公民館 12/2～3 一般地域 ― 48 39 ○ ○ ○ 

7 花高 3 丁目中央集会所 12/2～3 一般地域 ― 47 36 ○ ○ ○ 

8 名切町公民館 12/18～19 一般地域 ― 46 40 ○ ○ ○ 

9 北地区公民館 12/18～19 

第１種住居地域 B 

一般地域 ― 51 42 ○ ○ ○ 
10 愛宕地区公民館 12/12～13 一般地域 ― 51 45 ○ ○ ○ 

11 赤崎町 2 組公民館 12/12～13 一般地域 ― 48 41 ○ ○ ○ 

12 江迎支所 11/21～22 用途地域無指定 

C 

一般地域 ― 

60 50 

45 33 ○ ○ ○ 

13 早岐地区公民館 12/2～3 商業地域 一般地域 ― 49 43 ○ ○ ○ 

14 白岳町 1 組公会堂 10/9～10 準工業地域 一般地域 ― 46 44 ○ ○ ○ 

15 大潟町 2 組公民館 12/23～24 工業地域 一般地域 ― 40 32 ○ ○ ○ 

16 西地区公民館 11/19 第 1 種住居地域 B 道路に面する地域 2 

70 65 

58 51 ○ ○ ○ 

17 大野交番 11/5～6 
準住居地域  

道路に面する地域 2 64 57 ○ ○ ○ 

18 日野町交番 11/15 
 

道路に面する地域 4 65 60 ○ ○ ○ 

19 市消防局春日出張所 11/5～6 近隣商業地域 

C 

道路に面する地域 4 67 62 ○ ○ ○ 

20 大気汚染日宇測定局 10/7～8 

商業地域 

道路に面する地域 4 66 60 ○ ○ ○ 

21 大気汚染福石測定局 10/7～8 道路に面する地域 4 65 59 ○ ○ ○ 

22 島瀬公園 10/28 道路に面する地域 6 64 57 ○ ○ ○ 

23 佐世保市役所 10/28 道路に面する地域 6 64 56 ○ ○ ○ 

24 市消防局東消防署 10/21 道路に面する地域 2 66 61 ○ ○ ○ 

25 田原町公民館 11/5～6 道路に面する地域 4 72 68 × × × 

26 俵町公民館 10/28 道路に面する地域 4 64 58 ○ ○ ○ 

27 大和町木風町入口バス停 10/9～10 道路に面する地域 4 68 63 ○ ○ ○ 

28 早岐警察署 10/21 
準工業地域 

道路に面する地域 4 70 64 ○ ○ ○ 

29 大塔町卸本町入口バス停 10/21 道路に面する地域 4 73 68 × × × 
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② 自動車騒音常時監視 道路に面する地域の環境基準適合状況 

評価区間：２５区間、評価区間延長２３．１km、対象戸数６，５８７戸 

 測定方法 

日本産業規格Z8731に定める騒音レベルの測定方法に基づき実施する。 

 評価方法 

「騒音に係る環境基準について」（平成１０年９月３０日環境庁告示第６４号）と「自動車騒

音常時監視マニュアル」（平成２７年１０月環境省）に基づき評価を行う。 

 測定地点：環境基準に係る地域の類型あてはめ区域内の「幹線交通を担う道路」周辺 

５０ｍにおいて測定・評価を行う。 

 対象とする騒音の範囲：自動車交通などにより発生する騒音。適用対象外である騒音は

除外し、測定・評価を行う。 

 道路に面する地域について一定地域内の住居等のうち騒音レベルが基準値を超過する戸

数及び超過する割合により評価する。 

 また、騒音規制法18条第1項の規定により、自動車騒音の状況について常時監視（以下、

「自動車騒音常時監視」という。）が義務付けられており、「騒音規制法第18条の規定に

基づく自動車騒音の状況の常時監視に係る事務の処理基準について」（平成２３年９月１

４日付け環水大自発第110914001号環境省水・大気環境局長通知）に基づく自動車騒音評

価システムにより測定地点の騒音データ等を用いて、建物ごとの騒音レベルを推定して

面的に評価する。 

適合状況 

令和元年１０月～令和元年１１月に自動車騒音定点調査を実施し、２５区間において環境基

準適合状況の確認を行った。 

 

道路名 

評価 

区間延長 
評価 

区間数 

対象 

戸数 

昼夜とも 

基準値以下 

昼のみ 

基準値以下 

夜のみ 

基準値以下 

昼夜とも 

基準値超過 

km 戸数 ％ 戸数 ％ 戸数 ％ 戸数 ％ 

国道 35 号 10.3 13 2,982 2915 96.6 3 0.1 2 0.1 62 2.1 

国道 204 号 5.5 6 1,312 1225 96.8 39 0 0 0 48 3.7 

国道 498 号 1.7 1 899 899 100 0 0 0 0 0 0 

県道佐世保日野松浦線 3.6 2 970 970 100 0 0 0 0 0 0 

県道平瀬佐世保線 2.0 3 424 423 99.8 0 0 0 0 1 0.2 

合計 23.1 25 6,587 6432 97.8 42 0.0 2 0.0 111 1.7 

    評価区域図：    に示す区域 

 

 

 

 

 

 

  

県道佐世保日野松浦線 

国 道 498
号 国道 204 号 

国道 35 号 

北 

東 西 

南 

県道平瀬佐世保線 
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（４）自動車騒音にかかる要請限度（騒音規制法第１７条に基づく要請限度） 
   市長は規制地域内における自動車騒音が要請限度を超えていることにより道路の周辺の生活環

境が著しく損なわれていると認められるときは、都道府県公安委員会に対し、道路交通法の規定
による措置を執るべきことを要請すると規定されている。また、測定を行った場合において必要
があると認めるときは、道路管理者又は関係行政機関の長に意見を述べることができる。 

 
 測定方法 

「騒音規制法第１７条第１項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限度を定める

省令」（平成１２年３月２日総理府令第１５号）に基づき測定を行う。 

 道路に接して住居、病院、学校等の用に供される建築物（以下「住居等」という。）が存

している場合には道路の敷地の境界線において行い、道路に沿って住居等以外の用途の

土地利用が行われているため道路から距離をおいて住居等が存している場合には住居等

に到達する騒音の大きさを測定できる地点において行う。 

 自動車騒音を対象とし、連続する七日間のうち当該自動車騒音の状況を代表すると認め

られる三日間について行う。 

 自動車騒音以外の騒音又は当該道路以外の道路に係る自動車騒音による影響があると認

められる場合は、除外処理する。 

 音の大きさは、測定した値を時間の区分ごとに三日間の原則として全時間を通じてエネ

ルギー平均した値とする。 

適合状況 

令和元年度の自動車騒音要請限度適合状況は、昼夜とも全地点（１６地点）で適合していた。 
 

＜自動車騒音の要請限度の区域の区分＞ 

騒音規制法で定める自動車騒音の 

要請限度の区域の区分 

要請限度 
市が定めた区域 

(平成 18 年 3 月 31

日佐世保市告示) 

都市計画法に基づく用途地域 
昼間 夜間 

1 
ａ区域及びｂ区域のうち一車線を
有する道路に面する区域 

65dB 
以下 

55dB 
以下 

ａ区域 

第 1 種低層住居専用地域 
第 2 種低層住居専用地域 
第 1 種中高層住居専用地域 
第 2 種中高層住居専用地域 

2 
ａ区域のうち二車線以上の車線を
有する道路に面する区域 

70dB 
以下 

65dB 
以下 

ｂ区域 

第 1 種住居地域 
第 2 種住居地域 
準住居地域 
小佐々町、世知原町及び吉井町の一部 

3 

ｂ区域のうち二車線以上の車線を
有する道路に面する区域及びｃ区
域のうち車線を有する道路に面す
る区域 

75dB 
以下 

70dB 
以下 

ｃ区域 

近隣商業地域 
商業地域 
準工業地域 
工業地域 
小佐々町、世知原町及び吉井町の一部 
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自動車騒音測定結果 

番 

号 

測定地点 

道 路 名 

測定期間 
R01/10/7 

～ 
R01/12/1 

車線

数 

区域

区分 

要請 

限度 

区分 

測定値 
LAeq 
(dB) 

要請限度 

要請 
限度値 
(dB) 

適合 

状況 

昼 夜 昼 夜 昼 夜 

1 西地区公民館前 県道佐世保日野･松浦線 11/19～22 2 b 

3 

58 51 

75 
以下 

70 
以下 

○ ○ 

2 大野交番前 国道 498 号 11/5～8 2 b 64 58 ○ ○ 

3 日野町交番前 県道佐世保日野･松浦線 11/14～20 4 b 65 60 ○ ○ 

4 市消防局春日出張所前 国道 204 号 11/5～8 4 c 67 62 ○ ○ 

5 大気汚染日宇測定局前 国道 35 号 10/7～10 4 c 66 60 ○ ○ 

6 大気汚染福石測定局前 国道 35 号 10/7～10 4 c 65 59 ○ ○ 

7 島瀬公園前 国道 35 号 10/28～30 6 c 64 57 ○ ○ 

8 佐世保市役所前 国道 35 号 10/28～30 6 c 64 56 ○ ○ 

9 市消防局東消防署 県道平瀬佐世保線 10/21～23 2 c 66 61 ○ ○ 

10 田原町公民館前 国道 204 号 11/5～8 4 c 72 67 ○ ○ 

11 俵町公民館前 国道 204 号 10/28～30 4 c 64 58 ○ ○ 

12 大和町木風町入口バス停付近 国道 35 号 10/9～16 4 c 68 63 ○ ○ 

13 早岐警察署前 国道 35 号 10/20～22 4 c 69 64 ○ ○ 

14 大塔町卸本町入口バス停付近 国道 35 号 10/20～22 4 c 73 68 ○ ○ 

15 JA ながさき西海(吉井町) 国道 204 号 11/14～19 2 b 68 61 ○ ○ 

16 
小佐々町田原警察官駐在所 

県道佐世保・鹿町線 
11/21～26 2 c 66 59 ○ ○ 

※測定期間のうち 3 日間を調査した。 
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自動車騒音測定地点図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥日野町警察官派出所

前 

⑫佐世保市役所

前 

⑪島瀬公園前 

⑨大気汚染日宇測定局

前 

⑩大気汚染福石測定局

前 

⑮大和町木風町入口バス停付

近 

②早岐警察署

前 

⑧大気汚染早岐測定局

前 

①早岐児童センター前 

⑦消防局春日出張所前 

前 ⑯俵町公民館

前 

前 

④神島町 2 組公民館前 

③明り崎荘前 

⑭大塔町卸本町入口バス停付

近 

1 
西地区公民館前 

県道佐世保日野･松浦線 
9 

市消防局東消防署 

県道平瀬佐世保線 

2 
大野交番前 

国道 498 号 
10 

田原町公民館前 

国道 204 号 

3 
日野町交番前 

県道佐世保日野･松浦線 
11 

俵町公民館前 

国道 204 号 

4 
市消防局春日出張所前 

国道 204 号 
12 

大和町木風町入口バス停付近 

国道 35 号 

5 
大気汚染日宇測定局前 

国道 35 号 
13 

早岐警察署前 

国道 35 号 

6 
大気汚染福石測定局前 

国道 35 号 
14 

大塔町卸本町入口バス停付近 

国道 35 号 

7 
島瀬公園前 

国道 35 号 
15 

JA ながさき西海(吉井町) 

国道 204 号 

8 
佐世保市役所前 

国道 35 号 
16 

小佐々町田原警察官駐在所 

県道佐世保・鹿町線 

 

13 

1 

2 
 

3 

4 

9 

5 12 
 

6 

7 

8 

10 

11 

14 

国道 204号 

県道佐世保日野松浦
線 

国道 35 号 

国道 202 号 
国道 205 号 

県道平瀬佐世保線 

15 
国道 204号 

16 

北 

東 西 

南 
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昼間 

夜間 

自動車騒音の経年変化（単位：dB） 


